
    

 

  

 

 

  

 

文  化  財  学  習  会  

共 催  高 松 市 歴 史 民 俗 協 会 

     高 松 市 文 化 財 保 護 協 会 

     高 松 市 教 育 委 員 会  

平成２８年６月２６日（日）  

 

 

テーマ 坂出の町並みを歩く  

 

講 師 坂出市職員 

     

 

ふ る さ と 探 訪 



坂出人工土地（坂出市民ホール上の庭園）  

１ 

坂
出
人
工
土
地
（
『
香
川
県
大
百
科
事
典
』
四
国
新
聞
社
出
版
委
員
会
編
集 

参
照
） 

坂
出
市
の
「
人
工
土
地
」
は
、
市
街
地
ま
で
塩

田
で
あ
っ
た
明
治
か
ら
大
正
初
期
に
、
そ
の
周
辺

に
で
き
た
住
宅
街
が
、
市
街
の
発
展
と
と
も
に
市

街
の
中
央
に
取
り
残
さ
れ
老
朽
化
し
て
い
た
も
の

を
再
開
発
、
よ
り
良
い
住
宅
環
境
を
つ
く
ろ
う
と

考
え
ら
れ
た
も
の
で
、
旧
市
街
地
の
現
況
も
十
分

考
慮
し
て
計
画
さ
れ
た
。
計
画
区
域
が
市
街
地
中

心
部
の
商
店
街
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
表
側
に
あ
る

商
店
の
建
物
と
、
改
良
し
よ
う
と
す
る
住
宅
の
建

物
相
互
間
の
均
衡
も
考
え
、
市
街
地
全
体
に
有
機

的
な
つ
な
が
り
を
持
ち
、
将
来
の
都
市
文
化
を
発

生
さ
せ
る
核
と
し
て
、
さ
ら
に
都
市
環
境
づ
く
り

や
土
地
の
有
効
利
用
の
拠
点
と
考
え
ら
れ
た
。
事

業
は
、
坂
出
市
京
町
二
丁
目
の
計
画
区
域
の
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
全
体
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
人

工
地
盤
一
万
一
二
七
四
平
方
メ
ー
ト
ル
を
形
成
。
地
盤
の
上
に
改
良
住
宅
一
四
二
戸
の
ほ
か
、
集
会



所
、
緑
地
、
児
童
遊
園
地
、
広
場
、
道
路
を
造
り
、
地
盤
の
下
に
は
、
商
店
街
、
駐
車
場
、
市
民
ホ

ー
ル
、
公
共
道
路
、
歩
道
、
通
路
を
造
り
、
立
体
的
に
都
市
機
能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
整
備
改
良

し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
２ 
坂
出
市
指
定
有
形
文
化
財 

阪
出
墾
田
之
碑 

（
『
坂
出
市
文
化
財
便
覧
』
坂
出
市
教
育
委
員
会
編
集
発
行 

参
照
） 

一
八
二
九
年
、
久
米

く

め

通
賢

つ
う
け
ん

に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
坂
出
墾
田
は
、
総
面
積
二
三
一
町
余
（
塩
田
及

び
附
属
地
一
一
五
町
余
り
、
畑
町
一
一
六
町

余
り
）
に
及
ぶ
大
事
業
で
あ
っ
た
。
高
松
藩

主
、
松
平

ま
つ
だ
い
ら

賴よ
り

恕ひ
ろ

公
は
こ
の
業
績
を
讃
え
、
旧

地
と
墾
田
地
の
境
で
、
墾
田
の
東
西
中
央
の

場
所
で
あ
る
天
満
社
境
内
に
石
碑
を
建
立
し

て
顕
彰
し
た
の
が
こ
の
阪
出
墾
田
之
碑
で
あ

る
。
製
作
は
江
戸
で
行
わ
れ
、
文
は
藩
儒
中

名
文
家
と
し
て
知
ら
れ
た
岡
内
棣

お
か
う
ち
て
い

に
命
じ
、

書
は
楷
書
で
日
本
一
と
称
さ
れ
た
加
賀
藩
の

阪出墾田之碑  



河
三

か

さ

ん

亥が
い

（
市
川

い
ち
か
わ

米べ
い

庵あ
ん

）
に
特
に
依
頼
し
、
彫
刻
は
江
戸
の
名
工
と
い
わ
れ
た
広
瀬
群

ひ

ろ

せ

ぐ

ん

鶴か
く

・
群ぐ

ん

亀き

親
子

を
選
ん
で
彫
ら
せ
て
い
る
。
碑
石
は
奥
州
塩
竈
に
近
い
雄
勝
石
（
黒
色
硬
質
粘
板
岩
）
で
、
表
面
を

研
磨
し
ケ
ズ
リ
手
法
に
よ
る
薬
研
彫
り
で
、
一
八
二
九
年
一
二
月
江
戸
か
ら
海
路
運
ば
れ
て
来
た
と

「
民
賊
物
語
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
坂
出
墾
田
完
成
の
記
念
碑
と
し
て
藩
主
の
特
別
な
思
い

が
推
察
さ
れ
、
坂
出
発
展
の
起
点
と
し
て
の
意
義
を
持
ち
、
ま
た
江
戸
期
を
代
表
す
る
碑
石
と
し
て

貴
重
で
あ
る
。
碑
は
花
崗
岩
の
台
石
の
上
に
建
っ
て
お
り
、
一
九
九
一
年
に
は
、
石
碑
の
保
存
の
た

め
に
覆
い
屋
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。 

 

３ 

両
景
橋
公
園
（
『
香
川
県
大
百
科
事
典
』
四
国
新
聞
社
出
版
委
員
会
編
集 

参
照
） 

 

一
八
二
九
年
久
米
通
賢
が
築
造
し
た
坂
出
塩
田
の
東
・
西
大
浜
を
区
切
る
竪た

つ

登
の
ぼ
り

運
河
に
架
か
っ
て

い
た
橋
。
も
と
は
木
造
橋
で
あ
っ
た
が
、
一
八
九
二
年
久
米
通
賢
の
子
孫
久
米

く

め

与よ

平へ
い

が
設
計
施
行
し

ア
ー
チ
形
の
石
橋
と
な
っ
た
。
長
さ
三
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
三
・
六
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
七
・
六
メ
ー
ト

ル
、
美
し
い
曲
線
を
描
き
、
橋
上
か
ら
は
瀬
戸
内
海
と
飯
野
山
が
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
「
主
の
心
は

両
景
橋
よ
海
と
山
と
の
二
心
」
と
坂
出
小
唄
に
歌
わ
れ
た
。
太
鼓
橋
と
も
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
た
名
橋

で
あ
る
。
一
九
四
六
年
運
河
拡
張
の
た
め
撤
去
さ
れ
た
。 



 

 

 
 

 

４ 

西
光
寺
支
坊
（
久
米
通
賢
墓
所
）（
『
通
賢
翁
と
坂
出
』
坂
出
商
工
会
議
所
編
集
発
行 

参
照
） 

 

久
米
通
賢
は
一
八
四
一
年
に
亡
く
な
っ
た
。
墓
は
東
か
が
わ
市
馬う

ま

宿や
ど

の
生
家
近
く
に
あ
る
が
、
坂

出
の
住
民
有
志
は
通
賢
の
死
後
五
年
経
っ
た
一
八
四
六
年
に
、
宇
多
津
の
西
光
寺
に
お
願
い
し
て
庵

1892 年（明治 25 年）の両景橋 

坂出市立大橋記念図書館 所蔵 

両景橋公園の石碑と両景橋旧親柱  



を
建
て
、
久
米
通
賢
は
じ
め
墾
田
関
係
者
の
位
碑
を
祀
っ
た
。
そ
し
て
明
治
に
な
っ
て
墾
田
の
捨
石

に
通
賢
の
名
を
刻
ん
で
墓
と
し
た
。 

 

５ 

地
神
社
、
地
神
社
井
戸
（
『
通
賢
翁
と
坂
出
』
坂
出
商
工
会
議
所
編
集
発
行 

参
照
） 

 

埋
め
立
て
前
の
海
岸
線
近
く
に
は
墾
田
の
守
り
神
と
し
て
２
つ
の
神
社
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
一
つ
が
寿
町
二
丁
目
の
地
神
社
で
あ
る
。
通
賢
が
造
っ
た
西
新
開
（
畑
）
の
守
護
神
で
、
地
神
社

の
由
来
に
よ
る
と
、
西
新
開
が
完
成
し
た
の
を
記
念
し
て
高
松
藩
主
賴
恕
公
が
塩
田
堤
防
の
捨
石
を

台
座
に
し
て
天
照
大
神
や
土
の
神
で
あ
る
埴
安
媛

は
に
や
す
ひ
め

命
の
み
こ
と

な
ど
を
祀
っ
た
と
し
て
い
る
。 

        

地神社  

地神社井戸  



６ 

坂
出
市
指
定
有
形
文
化
財 

坂
出
市
郷
土
資
料
館 

（
『
坂
出
市
文
化
財
便
覧
』
坂
出
市
教
育
委
員
会
編
集
発
行 

参
照
） 

現
在
、
坂
出
市
郷
土
資
料
館
と
し
て
開
館
し
て
い
る

こ
の
建
物
が
、
以
前
は
坂
出
中
学
校
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

未
だ
多
く
の
人
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

元
来
は
一
九
一
九
年
に
郡
立
綾
歌
商
業
学
校
が
県
立

に
昇
格
し
た
際
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
途
中
に
火
災

に
遭
い
な
が
ら
も
翌
年
に
完
成
し
た
建
物
で
あ
る
。
木

造
二
階
建
て
の
寄
棟
瓦
葺
で
南
北
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
、

東
西
約
二
三
メ
ー
ト
ル
の
規
模
を
持
ち
、
中
央
に
サ
イ

レ
ン
を
置
く
小
さ
な
塔
様
の
も
の
が
造
付
け
て
い
る
。

土
台
は
花
崗
岩
の
全
面
加
工
仕
上
げ
で
、
正
面
中
央
の

階
段
も
花
崗
岩
製
と
な
っ
て
い
る
。
壁
は
シ
コ
ロ
壁
で
、

窓
は
格
子
の
上
下
引
き
上
げ
窓
と
す
る
な
ど
大
正
建
築
の
モ
ダ
ン
な
要
素
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
大

工
は
横
津
町
の
宮
大
工
藪
下
亀
吉
、
石
工
は
そ
の
子
の
藪
下
竹
次
郎
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
内

部
の
間
取
り
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
壁
材
や
天
井
部
な
ど
は
改
修
さ
れ
て
い
る
。
外
観
や
部

坂出市郷土資料館  



鎌田共済会  郷土博物館  

材
は
当
初
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
、
大
正
初
期
の
建
築
様
式
を
良
く
と
ど
め
て
お
り
現
在
で
は
坂
出
市

内
の
学
校
建
築
と
し
て
最
古
の
建
造
物
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
地
が
綾
北
地
方
の
教
育
振
興

の
発
祥
の
地
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
教
育
振
興
の
記
念
す
べ
き
建
物
と
し
て
も
評
価
さ
れ
る
。 

  
 

 
７ 
鎌
田
共
済
会 

郷
土
博
物
館
（
『
坂
出
市
文
化
財
便
覧
』
坂
出
市
教
育
委
員
会
編
集
発
行
参
照
） 

現
在
は
、
公
益
財
団
法
人
鎌
田
共
済
会
の
郷
土
博
物

館
と
な
っ
て
い
る
こ
の
建
物
は
一
九
二
二
年
に
建
築
さ

れ
た
も
の
で
、
坂
出
の
実
業
家
鎌
田

か

ま

だ

勝か
つ

太
郎

た

ろ

う

氏
が
、
一

九
一
八
年
に
育
英
奨
学
と
社
会
教
育
を
目
的
に
設
立
し

た
財
団
法
人
鎌
田
共
済
会
の
図
書
館
で
あ
っ
た
。
香
川

県
の
技
師
で
あ
る
富
士
精
一
氏
の
監
督
で
、
竹
中
工
務

店
の
設
計
施
工
に
な
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
建

物
で
あ
る
。
外
壁
に
み
ら
れ
る
半
円
形
の
窓
や
壁
面
の

石
造
風
の
目
地
切
り
仕
上
げ
、
ま
た
二
階
の
パ
ラ
ペ
ッ

ト
部
分
の
波
う
っ
た
曲
面
に
施
さ
れ
た
半
円
形
、
半
球

状
の
繰
り
返
し
装
飾
に
特
徴
が
あ
る
。
屋
上
部
の
展
望



室
も
含
め
る
と
三
階
建
て
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
造
物
で
、
わ
が
国
初
期
の
財
団
法
人
の
建
造
物

で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
図
書
館
建
築
と
し
て
貴
重
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
登
録
文
化
財
と
な
っ
た
。

平
成
に
入
っ
て
の
駅
前
整
備
に
伴
い
、
図
書
館
の
南
に
位
置
し
て
い
た
郷
土
博
物
館
の
建
物
が
取
り

壊
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
内
部
の
貴
重
な
資
料
を
図
書
館
へ
と
移
し
、
新
た
に
郷
土
博
物
館
と
し
て
開

館
し
て
い
る
。 

 

８ 

坂
出
市
指
定
名
勝 

香
風
園
（
坂
出
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
） 

香
風

こ
う
ふ
う

園え
ん

は
、
一
九
〇
八
年
か
ら
一
九
一
〇
年
に
か
け
て
坂
出
市
の

旧
家
の
別
邸
と
し
て
築
庭
さ
れ
た
。 

 

時
代
も
移
り
一
九
五
五
年
に
坂
出
市
が
買
受
け
、
広
く
市
民
に
開

放
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
老
朽
化
と
と
も
に
一
九
八
九

年
着
工
の
鉄
道
高
架
事
業
に
よ
り
公
園
の
一
部
が
側
道
と
し
て
整

備
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
坂
出
駅
周
辺
整
備
主
要
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
一
九
九
九
年
か
ら
二
カ
年
を
か
け
て
築
庭
当

時
の
名
園
に
復
元
、
整
備
さ
れ
た
。 

 

こ
の
香
風
園
は
、
江
戸
時
代
に
多
く
造
ら
れ
た
大
名
庭
園
と
同
じ

香風園  

http://#
http://#
http://#


様
式
の
池ち

泉せ
ん

回
遊
式

か
い
ゆ
う
し
き

の
日
本
庭
園
と
多
目
的
に
利
用
で
き
る
芝
生
広
場
を
中
心
と
し
た
洋
風
庭
園
が

造
ら
れ
て
い
て
、
和
と
洋
、
両
方
の
文
化
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。 

 
こ
の
日
本
庭
園
は
、
明
治
中
期
・
後
期
に
県
下
に
お
い
て
も
各
地
に
築
庭
さ
れ
た
が
、
ほ
ぼ
原
形

を
維
持
し
て
現
在
残
っ
て
い
る
の
は
非
常
に
珍
し
く
、
数
多
く
植
栽
さ
れ
た
木
々
と
と
も
に
園
路
や

灯
篭
、
橋
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
園
内
を
巡
り
な
が
ら
情
緒
あ
ふ
れ
る
景
色
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

          



 



  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

６月２６日（日）坂出からの復路     

（坂出駅）     （高松駅）               

◆JR 予讃線（各停）       11：55 発  →   12：22 着 

◆JR 快速ｻﾝﾎﾟｰﾄ南風ﾘﾚｰ号   12：13 発  →   12：32 着 

（※快速ｻﾝﾎﾟｰﾄ南風ﾘﾚｰ号は端岡・高松のみ停車します。） 

 

次次回回ののふふるるささとと探探訪訪はは……   

テ － マ  郷東の史跡を訪ねる（予定） 

 と  き  平成２８年９月２５日（日） 

       ９：３０～１２：００頃 

集合場所  乾船入公園 

      （馬場病院前バス停をおりて西へ徒歩３分） 

講   師  川崎 正視さん（高松市文化財保護協会事務局次長） 

☆公共交通機関を御利用ください。 

☆広報「たかまつ」９月１５日号に開催案内を掲載します 

  ので、御覧ください。 

☆小雨決行。警報発令等により中止の場合のみ、 

文化財課（TEL839-2660「午前７時３０分～開始時間まで」）で 

  お知らせします。（電話が通じない場合は、「実施」です。） 

--------------------------------------------------------- 

★次回の交通案内★ 

◆ことでんバス（イオン高松線下り）  

（瓦町）   （高松築港）  （高松駅）  （馬場病院前）   

8：55  →  9：03  →  9：05  →  9：15 



 

         

「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ 

 

※参加中は、次のことに充分留意し、

意義のある探訪としましょう。 

 

 

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

  （必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、 

道路の端を一列で歩きましょう。） 

 

２ 無理をせず、体調には十分気を付けましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を 

  つけましょう。 

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。 


